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第
三
回
定
例
会
の
最
終
日
、

十
月
十
日
の
本
会
議
で
は
、
市

長
提
出
議
案
や
議
会
議
案
な

ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
議
決
し

た
後
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
不

在
と
な
っ
て
い
た
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
副
議
長
に
は

自
由
民
主
党
の
樽
本
丞
史
議
員

が
就
任
。
そ
の
後
、
天
野
髙
夫

議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

承
認
の
後
、
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
長
に
は
公
明

党
の
平
田
正
造
議
員
が
就
任
し

ま
し
た
。

第3回定例会
－９月18日～10月10日－

　
平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
八
日
か
ら
十

月
十
日
ま
で
、
二
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
一
般
職
非
常
勤
職
員
制

度
の
見
直
し
に
伴
う
条
例
制
定
や
留
守
家
庭
児
童
育
成
事

業
関
連
予
算
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）
な

ど
四
十
二
案
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
早
期
の
決
定
が
必
要
な
二
案
件
は
九
月
十

八
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
政
務
活
動
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
全

議
員
で
議
論
を
重
ね
、
十
月
十
日
の
最
終
日
に
お
い
て
、

政
務
活
動
費
を
月
額
五
万
円
減
額
し
、
十
五
万
円
と
す
る

「
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
、

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
透
明
性
確
保
に
重
点
を
置
き
、
内

容
等
を
学
識
経
験
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
を
設
置
す
る

「
政
務
活
動
費
調
査
等
協
議
会
条
例
」
の
制
定
を
議
会
議

案
と
し
て
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
決
算
認
定
議
案
等
十
六
件
は

十
二
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
の
う

え
、閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日

に
は
代
表
・
個
人
質
問
合
わ
せ
て
十
三
名
の
議
員
が
質

疑
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

正
副
議
長
選
挙

　
平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例

会
の
初
日
九
月
十
八
日
の
本
会

議
冒
頭
に
お
い
て
、
天
野
髙
夫

議
長
よ
り
市
民
の
皆
様
に
対
し

て
次
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
私
よ
り
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
今
回
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
記
事

等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
政

務
活
動
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
運
用
に
つ
い
て
議
員
個
人

の
認
識
の
齟そ

ご齬
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
不
信
感
を
抱
か
せ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
指
摘
に

関
し
、
議
会
と
し
て
は
甘
さ
を

認
め
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
襟

を
正
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
議

員
個
人
の
意
識
の
問
題
に

矮わ
い
し
ょ
う
か

小
化
せ
ず
、
新
た
な
議
会
活

動
の
あ
り
方
を
問
う
機
会
と
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
議
員
定
数
、

報
酬
、
政
務
活
動
費
の
三
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
派
代
表
者

会
議
等
の
場
で
十
分
議
論
を
尽

く
し
、
来
る
べ
き
時
期
に
市
民

の
皆
様
に
明
ら
か
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
政
務
活
動
費
に

つ
き
ま
し
て
は
、
金
額
や
交
付

方
法
、
使
途
の
チ
ェ
ッ
ク
方

法
、
成
果
の
明
示
、
市
民
へ
の

公
表
の
手
法
等
、
真
に
開
か
れ

た
議
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
透
明

性
の
確
保
を
重
点
に
置
い
た
見

直
し
を
議
会
全
体
で
進
め
、
自

浄
努
力
の
成
果
を
早
急
に
お
示

し
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
に
は
、

よ
り
一
層
厳
し
い
目
で
監
視
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。」

本
会
議
初
日

議
長
発
言

政
務
活
動
費
を
五
万
円
減
額

平田正造議長

樽本丞史副議長

新
議
長
に
平
田
正
造
議
員

新
副
議
長
に
樽
本
丞
史
議
員

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
政
務
活
動
費

調
査
等
協
議
会
の
設
置
を
決
定


